
令和２年度

一般会計補正予算（第10回）

苫小牧市
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　１ 歳入事項別明細書
繰越金

1

1,262,153繰越金 前年度繰越金 98,493 前年度繰越金 98,493

1,262,153

1,262,153

98,493

説　　　　　　　　　　明

千円

款
節

項 補正前の額 補　正　額 計

目
区　分 金　額

千円 千円 千円 千円

21

繰越金 1,163,660

1

98,493

1,163,660

1 1,163,660 98,493

繰越金
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　２ 歳出事項別明細書
商工費

98,493 飲食店等支援給付金事業費 98,493需用費 35111

商工費 98,493 4,724,018

3,272,872 98,493 3,371,365商工振興費

1 4,625,525

1

98,493

98,493

千円

⑦商工費 4,625,525 98,493 4,724,018

千円

説　　　　　　　　　　明

そ の 他 区　分 金　額

千円

項 補正前の額 補 正 額

国道支出金 地 方 債

千円千円 千円 千円 千円

142 11

計

補　正　額　の　財　源　内　訳
節

款

特　　定　　財　　源

一般財源
目

千円

消耗品費 180

19
負担金補助及
び交付金

98,000 11 印刷製本費 171

12 役務費

12 通信運搬費 142

19 負担金補助及び交付金 98,000
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飲食店等支援給付金事業 

１ 目 的 

  新型コロナウイルス感染症の拡大にて外出自粛ムードが広がり、年末年始の忘新

年会シーズンに大きな影響を受け、売上が大幅に減少した飲食店等を対象に、継続

的な感染防止対策の実施等に活用できる支援金を店舗毎に給付し、今後の飲食店等

の経営継続につながる支援を行う。

２ 実施内容 

（１）支給額

１店舗あたり１０万円を支給

※同一事業者が複数店舗を経営する場合、各店舗で該当

（２）対象要件

次の①～⑤のすべてを満たすこと

① 日本産業分類の【宿泊業、飲食サービス業】に属する店舗

② 令和２年１１月末までに食品衛生法における「飲食店営業」又は「喫茶店営

業」許可を持つ店舗

③ 苫小牧市内の法人又は個人事業主が、市内で営業している店舗

④ 令和２年１２月又は令和３年１月の売上が、対前年同月比で３０％以上減少

していること

⑤ 新北海道スタイルを実践していること

（３）申請受付期間

令和３年１月中旬 ～ ２月末までの予定

３ 事業費 総額 ９８，４９３千円 

（１）給付事業費 ９８，０００千円

１００千円×９８０店舗＝９８，０００千円

（２）事務費  ４９３千円

需用費、郵便料

※店舗毎の比較

※前年度比較が出来ない場合は令和２年１１月と比較
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